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医科診療報酬点数表

平成30年４月改定より「医科診療報酬点数表」が新たに生まれかわります
全編２色化，改定による変更箇所の表示，構成内容の見直し等により
長く速報版として親しまれてきた医科点数表を大胆にリニューアル！
『医科点数表の実務書』に特化した構成を目指し，早見表や別紙様式を新たに掲載
●平成30年４月改定に対応した速報版としての役割はそのままに，書籍の構成を見直し『医科点数表の実務書』に特化した

内容としています。３月末の発刊予定なので，医療機関等でいち早くそして長く使用できる医科点数表です。

●全編２色化，変更箇所への下線を付すなどの工夫により，初めて点数表を使う方やまだ点数表を使い慣れていない方の利便

性は飛躍的に向上していますが，左欄に点数表，右欄には算定上の留意事項等を掲載する基本的な構造は変わっていませ

んので，長く本書を使用してくださっている方にも安心してご使用いただけます。

●巻頭には区分番号レベルまで収載し新設項目・名称変更項目がわかる詳細目次，巻末には区分番号・掲載ページを検索でき

る50音索引を掲載しています。

平成30年４月版での主な変更点

① 全編２色化とし，より見やすいユニバーサルデザインフォントへ変更します。さらに視覚的に捉えやす

くなります。

② 改定による変更箇所に下線をつけます。新たな算定要件や点数が変更されている部分も見落とすことな

く確認でき，実務における利便性が格段に向上します。

③ 別紙様式を収載。点数表中に別紙様式の記述がある部分ではその掲載頁も示します。

④ 留意事項とは別に施設基準告示等で定められている内容を点数表に収載。点数表の右欄で留意事項との

区別ができるように掲載します。

⑤ オリジナル編集の早見表を収載。点数表部分については，主要な項目について網羅する予定です。入院

日数によって変わる入院基本料，さまざまな要件で点数が変わる在宅診療，投薬で算定できる加算等に

ついても見やすくまとめます。また，点数表以外にも患者負担割合，入院時食事療養・入院時生活療養

標準負担額等についても掲載する予定です。

⑥ 索引のリニューアル。点数表の項目から区分番号の検索ができる50音索引を収載していましたが，今

版では区分番号と併せて頁数も検索できるようになります。

● 「医科点数表の実務書」として特化するため，調剤報酬点数表を掲載しないものとして整理しました。なお，調剤報酬点数

表については，これまで通り「歯科診療報酬点数表（平成30年４月版）」（10頁参照）に掲載しております。

● 前版では関係告示として掲載していた「基本診療料の施設基準等」，「特掲診療料の施設基準等」のうち算定にかかわる部

分，「厚生労働大臣の定める入院患者数の基準及び医師等の員数の基準並びに入院基本料の算定方法」，「委託検体検査の検

査料等の算定方法」，「酸素及び窒素の価格」の内容については，今版では点数表の右欄の該当箇所に掲載します。「関係告

示」に収載されている内容については，次頁の「本書の構成」をご確認ください。施設基準の詳細な内容については「速報

　診療報酬の施設基準」（新刊・６頁参照）でご確認いただけます。

平成30年 4月版　　3月末発刊予定
フルモデル

チェンジを

実現した次

世代の医科

点数表！
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本書の構成（予定）

早見表 点数表の主要項目を網羅した早見表。点数表以外にも関連する内容を収載。

医科診療報酬点数表

第１章　基本診療料
第２章　特掲診療料
第３章　 介護老人保健施設入所者

に係る診療料
第４章　経過措置

・ 左欄に点数表を，対応する右欄には算定上の要点・留意事項，主要な準用項
目や施設基準告示等で定められている内容を２色で掲載し，視覚的に捉えや
すく構成。

・ 経過措置の情報や検査，注射，処置，手術等の部における加算や施設基準等
の情報についても機能的に掲載し，算定の際に便利かつ見落としのないよう
に編集。

別紙様式 すべての別紙様式について収載。

食事療養及び生活療養の費用額算定表

関係告示

○療担規則及び薬担規則並びに療担基準に基づき厚生労働大臣が定める掲示事項等
○複数手術に係る費用の特例
○入院時食事療養及び入院時生活療養の食事の提供たる療養の基準等
○特定保険医療材料及びその材料価格（材料価格基準）

50音索引（点数表の項目から区分番号・頁数の検索が可能）

【これらのページ見本の内容はイメージです（診療報酬改定前に作成）】

付　24

1医学管理等

区分番号 項目名 点数 備考

Ｂ000 特定疾患療養管理料
外

診療所 225 月２回
厚生労働大臣が定める疾患を主病とする患者病院 100床未満 147

100～200床未満 87

Ｂ001 1 ウイルス疾患指導料 １ 240 １回限り

２ 330 月１回，後天性免疫不全症候群療養指導加算 施 +220

2 特定薬剤治療管理料 470 月１回，初回加算（臓器移植後の患者以外）+280，臓器移植月
から３月+2,740，４月以降50/100，ジギタリス製剤の急速飽
和又はてんかん重積状態740

3 悪性腫瘍特異物質治療管理料
基

イ 尿中BTA 220 月１回

ロ その他１項目 360 月１回，初回加算+150

その他２項目以上 400

4 小児特定疾患カウンセリング料
基  外

月の１回目 500 月２回（２年限度），小児科

月の２回目 400

5 小児科療養指導料 基  外 270 月１回，15歳未満，小児科

6 てんかん指導料 外 250 月１回
小児科，神経科，神経内科，精神科，脳神経外科，心療内科

7 難病外来指導管理料 外 270 月１回，厚生労働大臣が定める疾患を主病とする患者

8 皮膚科特定疾患指導管理料 外（Ⅰ） 250 月１回
皮膚科，皮膚泌尿器科（Ⅱ） 100

9 外来栄養食事指導料
基  外

イ　初回 260 月１回（初回月は２回）

ロ　２回目以降 200

10 入院栄養食事指導料
基  入

１ ⑴　初回 260 週１回，入院中２回

⑵　２回目 200

２ 診 ⑴　初回 250 週１回，入院中２回，当院以外の管理栄養士

⑵　２回目 190

11 集団栄養食事指導料 基 80 月１回

12 心臓ペースメーカー指
導管理料

イ  着用型自動除細動器 360 月１回，導入期加算+140（３月以内），植込型除細動器移行期
加算 基（イのみ）+31,510（月１回，初回月から３月限度），遠
隔モニタリング加算（ロのみ）+60×月数

ロ イ以外 外 360

13 在宅療養指導料 170 月１回（初回月は２回）

14 高度難聴指導管理料 施 イ  人工内耳植込術日
から３月以内

500 人工内耳植込術を行った患者は月１回，その他の患者は１回
限り

ロ イ以外 420

15 慢性維持透析患者外来医学管理料 外 2,250 月１回，包括項目あり

16 喘息治療管理料 基  外 １ イ １月目 75 月１回，重度喘息患者治療管理加算 施（１月目）+2,525，（２
月目以降６月目まで）+1,975
「２」は初回に限り，６歳未満又は65歳以上の喘息患者

ロ ２月目以降 25

２ 280

17 慢性疼痛疾患管理料 診 外 130 月１回，包括項目あり 

18 小児悪性腫瘍患者指導管理料 基 外 550 月１回，15歳未満，小児科

20 糖尿病合併症管理料 施 外 170 月１回

21 耳鼻咽喉科特定疾患指導管理料 外 150 月１回，耳鼻咽喉科

22 がん性疼痛緩和指導管理料
施

１　緩和ケア研修医 200 月１回，小児加算（15歳未満）+50
「２」はH29.3.31までの経過措置２　１以外 100

23 がん患者指導管理料 施 １　 医師及び看護師による診
療方針等文書提供

500 １回限り，治療継続のがん診断患者

２　 医師又は看護師による面
接

200 ６回限り，治療継続のがん診断患者

３　 医師又は薬剤師による投
薬等文書説明

200 ６回限り，抗悪性腫瘍剤を継続投与のがん診断患者

24 外来緩和ケア管理料 施 外

（特定地域）
300
150

月１回，小児加算（15歳未満）+150
厚生労働大臣が定める地域

25 移植後患者指導管理料
施 外

臓器移植後 300 月１回

造血幹細胞移植後 300

特掲診療料（その１）

3節の特定入院料又は第4節の短期滞在手

術等基本料のうち，地域加算を算定できる

ものを現に算定している患者に限る。）に

ついて，同令で定める級地区分に準じて，

所定点数に加算する。

Ａ218-2 離島加算（1日につき） 18点

注 別に厚生労働大臣が定める地域に所在す

る保険医療機関に入院している患者（第1

節の入院基本料（特別入院基本料等を含

む。），第3節の特定入院料又は第4節の短

期滞在手術等基本料のうち，離島加算を算

定できるものを現に算定している患者に限

る。）について，所定点数に加算する。

◇ 離島加算について

離島における入院医療の応需体制を確保する必要があることから，厚

生労働大臣が定める地域に所在する保険医療機関において，入院基本料，

特定入院料又は短期滞在手術等基本料2の加算として算定できる。

Ａ219 療養環境加算（1日につき） 25点

注 1床当たりの平均床面積が8平方メート

ル以上である病室（健康保険法第63条第2

項第5号及び高齢者医療確保法第64条第2

項第5号に規定する選定療養としての特別

の療養環境の提供に係るものを除く。）と

して保険医療機関が地方厚生局長等に届け

出た病室に入院している患者（第1節の入

院基本料（特別入院基本料等を含む。）又は

第3節の特定入院料のうち，療養環境加算

を算定できるものを現に算定している患者

に限る。)について，所定点数に加算する。

◇ 療養環境加算について

⑴ 特別の療養環境の提供に係る病室については，加算の対象とはなら

ない。

⑵ 医師並びに看護師，准看護師及び看護補助者の員数が医療法の定め

る標準を満たしていない病院では算定できない。

⑶ 病棟を単位とする。

⑷ 病室に係る病床の面積が，内法による測定で，1病床当たり8平方

メートル以上である。ただし，当該病棟内に1病床当たり6.4平方メー

トル未満の病室を有する場合には算定できない。

⑸ 要件となる1病床当たり面積は，医療法上の許可等を受けた病床に

係る病室（特別の療養環境の提供に係る病室を除く）の総床面積を当

該病床数（特別の療養環境の提供に係る病室に係る病床を除く）で除

して得た面積とする。

⑹ 病棟内であっても，診察室，廊下，手術室等病室以外の部分の面積

は算入しない。なお，病室内に付属している浴室・便所等の面積は算

入の対象となる。

⑺ 特別の療養環境の提供に係る病床又は特定入院料を算定している病

床若しくは病室については，本加算の対象から除外する。

⑻ 当該病院の医師及び看護要員の数は，医療法に定める標準を満たし

ている。

⑼ 平成26年3月31日において，現に当該加算の届出を行っている保険

医療機関については，当該病棟の増築又は全面的な改築を行うまでの

間は，⑷の内法の規定を満たしているものとする。

Ａ220 ＨＩＶ感染者療養環境特別加算（1日に

つき）

1 個室の場合 350点

2 2人部屋の場合 150点

注 ＨＩＶ感染者療養環境特別加算は，保険

医療機関に入院している後天性免疫不全症

候群の病原体に感染してい8

る患者（第1節の入院基本料（特別入院基本料

等を含む。）又は第3節の特定入院料のう

ち，ＨＩＶ感染者療養環境特別加算を算定

できるものを現に算定している患者に限

り，小児療養環境特別加算又は無菌治療室

管理加算を算定するものを除く。）につい

て，所定点数に加算する。

◇ ＨＩＶ感染者療養環境特別加算について

後天性免疫不全症候群の病原体に感染している者については，ＣＤ4

リンパ球数の値にかかわらず，抗体の陽性反応があれば，患者の希望に

より特別の設備の整った個室に入室する場合を除き，本加算を算定する。

◆ 厚生労働大臣が定める地域

厚生労働大臣が定める地域（特定地域）については，第1章基本診療

料の末尾に掲載。

Ａ220-2 二類感染症患者療養環境特別加算（1

日につき）

1 個室加算 300点

◇ 二類感染症患者療養環境特別加算について

⑴ 加算の対象となる者は，二類感染症（急性灰白髄炎（ポリオ），結核，

ジフテリア，重症急性呼吸器症候群（病原体がコロナウイルス属ＳＡ

Ａ219～Ａ220-2 109
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掲示事項等関係告示

◎厚生労働省告示第107号

（平成28. 3.31 厚生労働省告示第126号改正）

保険医療機関及び保険医療養担当規則（昭和32年厚生省

令第15号）第2条の6，第5条の2第2項，第5条の4第

1項，第11条の3，第18条，第19条第1項及び第2項，第

20条第二号並びに第21条第二号及び第九号並びに保険薬局

及び保険薬剤師療養担当規則（昭和32年厚生省令第16号）

第2条の4及び第9条並びに老人保健法の規定による医療

並びに入院時食事療養費及び特定療養費に係る療養の取扱

い及び担当に関する基準（昭和58年厚生省告示第14号）第

2条の6，第5条の2第2項，第5条の4第1項，第11条

の3，第18条，第19条第1項及び第2項，第20条第三号及

び第四号，第21条第三号，第25条の4並びに第31条の規定

に基づき，療担規則及び薬担規則並びに療担基準に基づき

厚生労働大臣が定める掲示事項等を次のように定め，平成

18年4月1日から適用し，療担規則及び薬担規則並びに療

担基準に基づき厚生労働大臣が定める掲示事項等（平成14

年厚生労働省告示第99号）は，平成18年3月31日限り廃止

する。

平成18年3月6日

厚生労働大臣 川 崎 二 郎

療担規則及び薬担規則並びに療担基準に基づき

厚生労働大臣が定める掲示事項等

第一 保険医療機関及び保険医療養担当規則（以下「療担

規則」という。）第2条の6及び高齢者の医療の確保に関

する法律の規定による療養の給付等の取扱い及び担当に

関する基準（以下「療担基準」という。）第2条の6の厚

生労働大臣が定める掲示事項

一 診療報酬の算定方法（平成20年厚生労働省告示第59

号）別表第一医科診療報酬点数表（以下「医科点数表」

という。）の第1章第2部第1節に規定する入院基本

料及び別表第二歯科診療報酬点数表（以下「歯科点数

表」という。）の第1章第2部第1節に規定する入院基

本料に関する事項

二 厚生労働大臣が指定する病院の病棟並びに厚生労働

大臣が定める病院，調整係数及び機能評価係数（平成

22年厚生労働省告示第98号）別表第一の病院の欄に掲

げる病院であること

三 診療報酬の算定方法及び入院時食事療養費に係る食

事療養及び入院時生活療養に係る生活療養の費用の額

の算定に関する基準（平成18年厚生労働省告示第99号）

に基づき，地方厚生局長又は地方厚生支局長（以下「地

方厚生局長等」という。）に届け出た事項に関する事項

（一に掲げるものを除く。）

四 療担規則第5条の2第2項及び第5条の2の2第1

項並びに療担基準第5条の2第2項及び第5条の2の

2第1項に規定する明細書の発行状況に関する事項

五 役務の提供及び物品の販売等であって患者から費用

の支払を受けるものに関する事項（当該費用の支払が

法令の規定に基づくものを除く。）

第一の二 療担規則第5条第3項第二号及び療担基準第5

条第3項第二号の厚生労働大臣の定める選定療養

厚生労働大臣の定める評価療養，患者申出療養及び選

定療養（平成18年厚生労働省告示第495号）第2条第四号

及び第五号に掲げるもの

第一の三 療担規則第5条第3項第二号及び療担基準第5

条第3項第二号の厚生労働大臣の定める金額

一 厚生労働大臣の定める評価療養，患者申出療養及び

選定療養第2条第四号の初診に係る厚生労働大臣が定

める金額

㈠ 医師である保険医による初診の場合 5,000円

㈡ 歯科医師である保険医による初診の場合 3,000

円

二 厚生労働大臣の定める評価療養，患者申出療養及び

選定療養第2条第五号の再診に係る厚生労働大臣が定

める金額

㈠ 医師である保険医による再診の場合 2,500円

㈡ 歯科医師である保険医による再診の場合 1,500

円

第一の四 療担規則第5条第3項第二号及び療担基準第5

条第3項第二号の厚生労働大臣の定める場合

一 厚生労働大臣の定める評価療養，患者申出療養及び

選定療養第2条第四号の初診にあっては，他の病院又

は診療所からの文書による紹介がない患者に対して，

療担規則第5条第3項第二号又は療担基準第5条第3

項第二号に規定する金額以上の金額の支払を求めない

ことについて，正当な理由がある場合

二 厚生労働大臣の定める評価療養，患者申出療養及び

選定療養第2条第五号の再診にあっては，他の病院（療

担規則第5条第3項及び療担基準第5条第3項に規定

する保険医療機関を除く。）又は診療所に対して文書

による紹介を行う旨の申出を行った患者に対して，療

担規則第5条第3項第二号又は療担基準第5条第3項

第二号に規定する金額以上の金額の支払を求めないこ

とについて，正当な理由がある場合

第一の五 療担規則第5条の2第2項及び療担基準第5条

の2第2項に規定する明細書を交付しなければならない

保険医療機関

療養の給付及び公費負担医療に関する費用の請求に関

する省令（昭和51年厚生省令第36号）第1条の規定に基

づき電子情報処理組織の使用による請求又は光ディスク

等を用いた請求を行っている保険医療機関（同令第5条

第1項，第6条第1項又は附則第4条第1項若しくは第

2項の規定に基づき書面による請求を行うことができる

保険医療機関を除く。）

第一の六 療担規則第5条の2の2第1項及び療担基準第

関係告示（掲示事項等) 795

左欄に点数表，対応する右

欄に算定上の要点・留意事

項を掲載。使いやすいよう

配慮した配色やユニバーサ

ルデザインフォントによる

視覚的に捉えやすい構成

関係告示についても全編２

色化。関係告示として収載

するものを厳選し，実務に

特化したコンテンツ

改定による変更箇所に下

線をつけ，要所をおさえ

た確認が可能

新規項目は【新】，

名称変更項目は〔変〕

と表記し，全体を俯

瞰することができま

す。

区分番号レベルまで収載した目

次は，一覧性を重視した構成。

今版よりオリジナル編集の早見

表を掲載。点数や基本的な算定

ルールの確認などには非常に便

利な，実務者の作業効率や学習

者の理解度を高める実践的な早

見表に仕上げます。

施設基準告示等で定められ

ている内容について，青の

網かけをして点数表に収

載。それぞれの規定の根拠

がはっきりわかります。




